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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第74期

第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 61,231 50,606 126,809

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 4,093 △700 7,602

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(百万円) 3,255 △808 5,159

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 579 854 9,836

純資産額 (百万円) 83,877 92,806 92,665

総資産額 (百万円) 179,689 198,223 209,785

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) 29.26 △7.26 46.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― 46.17

自己資本比率 (％) 46.3 46.5 43.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,042 4,084 12,590

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,580 7,731 △19,806

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,482 △11,192 21,101

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 28,028 43,544 43,229

　

回次
第74期

第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 32.04 6.61

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第74期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

また、第75期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　
(1) 業績

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高506億６百万円(前年同期比106億24百万円、17.4%

の減少)、営業損失５億95百万円(前年同期は47億29百万円の営業利益)、経常損失７億円(前年同期は40

億93百万円の経常利益)、四半期純損失８億８百万円(前年同期は32億55百万円の四半期純利益)となり

ました。

当社の受注は、2012年度第４四半期を底に下げ止まったものの、本格的な回復は当第２四半期へと遅

れました。当第２四半期連結累計期間における受注高は、前下期(10月－３月)比13.4%増の655億円に留

まりました。

　
報告セグメント別の受注状況は以下のとおりです。（当社報告セグメントはグループの販売体制をも

とに構成しています。詳細は第４経理の状況１四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）を

参照ください。）

　

セグメントⅠ (牧野フライス製作所および国内連結子会社 )

９月の全国企業短期経済観測調査(日銀短観)では、企業の景況感が大きく改善したとの発表がありま

した。生産財の設備投資の回復は遅れていますが、第２四半期中頃から緩やかに上向いてきました。

　自動車の国内生産量の伸びが鈍化する中にあっても、設備投資は継続しています。

　航空機産業からは、機体構造部品、エンジン部品など幅広い加工物に対応する機種の受注がありまし

た。

　金型メーカの設備動向に変化が見られることから、当社の技術的な特長を生かした対応を積極的に進

めているところです。

　下期(10月－３月)受注については、着実に回復すると考えています。

　
セグメントⅡ ( MAKINO ASIA PTE LTD )

工作機械の最大市場である中国は、当社にとっても重要な市場です。中国全土に拠点を拡大してきま

したが、充分な成果を上げておりません。
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　現地および外資の自動車メーカを中心に営業展開して、顧客拡大に努めています。また、華南地方に

は持ち直しの動きがあり、マキノアジア社製品を中心に受注が上向きました。

下期(10月－３月)については、当期の数字を最低限と考えています。

　
セグメントⅢ ( MAKINO INC. )

アメリカ市場の需要は引き続き安定しています。自動車および航空機を中心に幅広い産業で設備投資

が進んでいます。

下期(10月－３月)受注は、引続き高い水準で推移すると見通しています。

　
セグメントⅣ ( MAKINO Europe GmbH )

生産財の設備投資は徐々に回復しています。

下期(10月－３月)についても回復が継続すると考えます。

　
報告セグメント別の当第２四半期連結累計期間の外部顧客に対する売上高は次のとおりです。

セグメントⅠ：146億48百万円（前年同期比52億５百万円、26.2％の減少）

セグメントⅡ：121億81百万円（前年同期比94億57百万円、43.7％の減少）

セグメントⅢ：181億93百万円（前年同期比20億49百万円、12.7％の増加）

セグメントⅣ：55億82百万円（前年同期比19億87百万円、55.3％の増加）

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ115億62百万円減少し、1,982

億23百万円となりました。主な増減としては現金及び預金108億85百万円の減少、受取手形及び売掛金

90億４百万円の減少、建設仮勘定22億94百万円の増加、投資有価証券19億46百万円の増加などが挙げら

れます。

負債につきましては、社債100億円の償還、短期借入金15億47百万円の増加などにより、前連結会計

年度末に比べ117億２百万円減少し、1,054億16百万円となりました。

また、純資産につきましては、利益剰余金13億63百万円の減少、その他有価証券評価差額金13億72百

万円の増加などにより、前連結会計年度末に比べ１億40百万円増加し、928億６百万円となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連

結会計年度末に比べ３億14百万円増加し、435億44百万円となりました。

　
当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、40億84百万円の収入となりました（前年同四半期連結累計

期間は10億42百万円の収入）。主な資金の増加項目としては、売上債権の減少99億77百万円、減価償

却費18億24百万円であります。一方、主な資金の減少項目としては、たな卸資産の増加34億８百万

円、仕入債務の減少18億27百万円であります。
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②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、77億31百万円の収入となりました（前年同四半期連結累計

期間は25億80百万円の支出）。主な資金の増加項目としては、定期預金の純減少額112億円でありま

す。一方、主な資金の減少項目としては、有形固定資産の取得37億27百万円であります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、111億92百万円の支出となりました（前年同四半期連結累

計期間は24億82百万円の収入）。主な資金の増加項目としては、長期借入れによる収入20億円であり

ます。一方、主な資金の減少項目としては、社債の償還による支出100億円、長期借入金の返済によ

る支出35億87百万円であります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
（株式会社の支配に関する基本方針）

当社は、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針（以下「基本方針」とい

います。）並びに基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配され

ることを防止するための取組み（会社法施行規則第118条第３号ロ(2)）の一つとして、当社株式等の大

規模買付行為に関する対応策（以下「本プラン」といいます。）を導入しております。その内容の概要

は次のとおりです。

　

Ⅰ．基本方針の内容の概要

当社は、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為

であっても、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものである限

り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提案に応じるか

どうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えています。

ただし、株式の大規模買付提案の中には、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損な

うおそれのあるものや、当社グループの価値を十分に反映しているとは言えないもの、あるいは株主

の皆様が最終的な決定をされるために必要な情報が十分に提供されないものもありえます。

そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務として、株主の皆

様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉などを行う必要があると考

えています。

　

Ⅱ．当該株式会社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な

取組みの概要

当社は1937年に創業以来、よりよい工業製品を効率的に生産することを意図する顧客に、常に最適

な工作機械と技術を提供し、高精度、高品位で信頼できる製品の供給者としての地位を確立すること

を目指しています。

　

工作機械は、機械構造や機械力学、電子、電気、コンピュータプログラムなど多くの要素から構成

されており、生産財の中でも複雑な構造をした製品です。高精度、高品位な工作機械の供給者を志す

当社にとって、多くの知識とノウハウ、様々な関係者とのネットワークといった無形の資産は、必要

不可欠なものです。
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その上で、当社の差別化にとってなにより重要なのは、国内外で活躍する多くの顧客との厚い信頼

関係です。当社への信頼のもと顧客の重要な情報を提供いただき、製品という形で問題を解決し信頼

に応えていくことにより、さらに信頼をいただく、という循環の中で当社の成長が成り立っていま

す。このような信頼こそ、当社の存立基盤であり、当社の成長と発展にとって最も重要な資産と考え

ています。

経済産業省が平成17年10月に作成した「知的資産経営の開示ガイドライン」では、「知の時代が本

格化する中、企業が持続的に発展していくためには、差別化を継続することが極めて重要であるが、

その源泉として、人材、技術、組織力、顧客とのネットワーク、ブランド等の目に見えにくい知的資

産を活用した他社が真似することのできない経営のやり方がますます重要になってきている。」と無

形資産の重要性を説いています。

企業間の競争は激しさを増す中で、顧客の抱える加工課題はますます難しくなり、よりよい工業製

品を効率的に生産したいとする顧客は増えています。生産拠点の世界的な広がりと、工業の発展を意

図する地域の需要の増加もあり、最適な工作機械と技術を提供する必要性はよりいっそう高まってい

ます。このような状況に対応するため、有形・無形の資産の強化に取り組み、最適な工作機械と技術

を顧客に提供していくための基盤を強化し、顧客との信頼関係をさらに高めていきます。

このような取組みを通じて企業収益の拡大を図ることにより、中長期的に企業価値ひいては株主共

同の利益の向上に資することができると考えています。

　

Ⅲ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止

するための取組みの概要

当社取締役会は、基本方針に則り本プランを継続しています。

本プランは、株主の皆様が適切な判断をするために必要かつ十分な情報及び時間、並びに大規模買

付行為を行い、又は行おうとする者（以下、「買付者等」といいます。）との交渉の機会を確保する

ために、買付者等が遵守すべきルールを策定しています。さらに、買付者等がルールを遵守しなかっ

た場合、あるいは遵守しても当社企業価値・株主共同の利益を著しく損なうものであると判断される

場合には、当社が対抗措置をとることによって買付者等に損害が発生する可能性があることを明らか

にしています。これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さ

ない買付者等に対して、警告を行うものです。

なお、本プランは、対抗措置の発動等にあたって、当社取締役会の恣意的判断を排除するため、独

立委員会規定に従い、当社社外取締役、当社社外監査役、又は社外の有識者で、当社の業務執行を行

う経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会（以下「独立委員会」といいます。）の勧告

を最大限尊重するとともに、株主及び投資家の皆様に適時に情報開示を行うことにより透明性を確保

することとしています。

また、本プランの有効期間は、平成26年６月開催予定の定時株主総会終結の時までとします。ただ

し、有効期間の満了前であっても、株主総会において変更又は廃止の決議がなされた場合又は、取締

役会により廃止の決議がなされた場合には、その時点で変更又は廃止されるものとします。

　

本プランの詳細は、当社ホームページ掲載の「当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収

防衛策）の継続について」（http://www.makino.co.jp/jp/ir/2011news/pdf/0516.pdf）をご覧くだ

さい。

　

Ⅳ．本プランが会社法施行規則第118条第３号ハに定める要件（イ 基本方針に沿うものであること、ロ

当社の株主の共同の利益を損なうものではないこと、ハ 当社の会社役員の地位の維持を目的とするもの

ではないこと）に該当していると当社取締役会が判断する理由
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1.　買収防衛策に関する指針の要件を全て充足していること

本プランは経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確

保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・

向上の原則、事前開示・株主意思の原則、必要性・相当性確保の原則）を全て充足しています。ま

た、企業価値研究会が平成20年６月30日に発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在

り方」の内容を踏まえています。

　

2.　当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること

本プランは、大規模買付等がなされた際に、応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当

社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や期間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交

渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させると

いう目的をもって導入されるものです。

　

3.　株主意思を重視するものであること

本プランは平成23年６月23日開催の定時株主総会においてご承認いただいております。また、有効

期限は平成26年６月開催予定の定時株主総会終結の時までであり、承認後も、株主総会において変更

又は廃止の決議がなされた場合には、変更又は廃止されます。従いまして、本プランの導入及び廃止

には、株主の皆様の意思が十分反映される仕組みとなっています。

　

4.　独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示

当社は、当社取締役会の恣意的判断を排除するため、取締役会の諮問機関として、当社の業務執行

を行う経営陣から独立している、当社の社外取締役、社外監査役又は社外の有識者から選任される委

員３名以上により構成する独立委員会を設置し、対抗措置の発動等に当たっては当該独立委員会の勧

告を最大限尊重することとしています。

また、必要に応じ独立委員会の判断の概要について適時に情報開示を行うこととし、本プランの透

明な運営が行われる仕組みを確保しています。

　

5.　合理的な客観的発動要件の設定

本プランは、合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ発動されないように設定されてお

り、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しています。

　

6.　デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと

本プランは、取締役会により、いつでも廃止することができます。従って、デッドハンド型買収防

衛策（取締役会の構成員の過半数を交代させても、なお発動を阻止できない買収防衛策）ではありま

せん。

また、当社の取締役の任期は１年であり、スローハンド型買収防衛策（取締役会の構成の交代を一

度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。
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(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は24億92百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 119,944,543 119,944,543
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 119,944,543 119,944,543 ― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成25年11月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年９月30日 ― 119,944,543 ― 19,263 ― 32,619
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 10,732 8.94

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 5,900 4.91

公益財団法人工作機械技術振興財団 東京都目黒区中根二丁目３番19号 4,469 3.72

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,936 2.44

牧　野　　二　郎 神奈川県横浜市青葉区 2,393 1.99

エバーグリーン
（常任代理人　株式会社三菱東京Ｕ
ＦＪ銀行）

P.O. BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM
OF SAUDI ARABIA
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１
号）

2,182 1.81

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 2,180 1.81

牧　野　　　駿 神奈川県横浜市青葉区 1,953 1.62

牧　野　　南津雄 東京都港区 1,740 1.45

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 1,672 1.39

計 ― 36,159 30.14

(注) １　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

　　 ２ 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　10,732千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　 5,900千株

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）　 2,936千株

３ 上記のほか当社所有の自己株式8,696千株（7.25％）があります。

４ 大和住銀投信投資顧問株式会社より、平成25年７月１日付で提出された次の内容の大量保有報告書の写しを

受領しましたが、当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の

状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）
大和住銀投信投資顧問株式会
社

東京都千代田区霞が関三丁目２番１号 6,049 5.04

５ 野村證券株式会社及びその共同保有者総数４名より、平成25年８月22日付で提出された次の内容の大量保有

報告書の変更報告書の写しを受領しましたが、当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認がで

きませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 3,550 2.88

NOMURA INTERNATIONAL PLC
1 Angel Lane, London EC4R 3AB,
United Kingdom

1,162 0.94

NOMURA SECURITIES
INTERNATIONAL,Inc.

Worldwide Plaza 309 West 49th
Street New York, New York 10019-
7316

0 0.00

野村アセットマネジメント株
式会社

東京都中央区日本橋一丁目12番１号 7,589 6.33
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６ 株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ及びその共同保有者総数６名より、平成25年９月２日付で提

出された次の内容の大量保有報告書の変更報告書を受領しましたが、当第２四半期会計期間末における実質

所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 2,180 1.82

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 3,767 3.14

三菱ＵＦＪ投信株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 222 0.19

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 162 0.14

エム・ユー投資顧問株式会社
東京都中央区日本橋室町三丁目２番15
号

325 0.27

国際投信投資顧問株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目１番１号 823 0.69

７ ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びその共同保有者総数２名より、平成25年９月５日付で

提出された次の内容の大量保有報告書の変更報告書を受領しましたが、当第２四半期会計期間末における実

質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）
ＪＰモルガン・アセット・マ
ネジメント株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目７番３
号　東京ビルディング

4,306 3.59

ジェー・ピー・モルガン・ア
セット・マネジメント（ユー
ケー）リミテッド(JPMorgan
Asset Management(UK)
Limited)

英国、ロンドンE14 5JP カナリー・
ウォーフ、バンク・ストリート25

806 0.67

ジェー・ピー・モルガン・ク
リアリング・コーポレーショ
ン (J.P.Morgan Clearing
Corp.)

アメリカ合衆国　11245　ニューヨー
ク州　ブルックリン　スリー・メト
ロ・テック・センター

81 0.07

８ 三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者総数３名より、平成25年10月４日付で提出された次の内容の

大量保有報告書を受領しましたが、当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんの

で、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 8,348 6.96

三井住友トラスト・アセット
マネジメント株式会社

東京都港区芝三丁目33番１号 171 0.14

日興アセットマネジメント株
式会社

東京都港区赤坂九丁目７番１号 380 0.32
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　　
普通株式　 8,696,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 110,826,000 110,826 同　上

単元未満株式 普通株式　　 422,543 ―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
１単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 119,944,543 ― ―

総株主の議決権 ― 110,826 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式855株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株(議決権７個)含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社牧野フライス製作所

東京都目黒区中根二丁
目３番19号

8,696,000 ― 8,696,000 7.25

計 ― 8,696,000 ― 8,696,000 7.25

(注) 当第２四半期会計期間末（平成25年９月30日）の自己株式数は8,696,855株（発行済株式総数に対する割合

7.25％）であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社　牧野フライス製作所(E01496)

四半期報告書

12/25



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 57,056 46,171

受取手形及び売掛金
※２ 34,450 25,446

有価証券 1,003 1,004

商品及び製品 15,938 17,796

仕掛品 10,403 12,675

原材料及び貯蔵品 18,989 19,370

繰延税金資産 1,190 1,212

その他 3,308 2,972

貸倒引当金 △779 △643

流動資産合計 141,562 126,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,804 21,387

機械装置及び運搬具（純額） 3,915 3,826

工具、器具及び備品（純額） 2,588 2,507

土地 15,090 15,655

リース資産（純額） 1,810 1,650

建設仮勘定 2,532 4,827

有形固定資産合計 47,742 49,854

無形固定資産

その他
※１ 1,225 ※１ 1,412

無形固定資産合計 1,225 1,412

投資その他の資産

投資有価証券 14,164 16,110

長期貸付金 583 532

繰延税金資産 1,100 1,202

その他 3,857 3,555

貸倒引当金 △451 △451

投資その他の資産合計 19,254 20,949

固定資産合計 68,223 72,216

資産合計 209,785 198,223
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※２ 18,173 17,278

短期借入金 5,249 6,797

1年内償還予定の社債 10,000 －

1年内返済予定の長期借入金 12,209 8,708

リース債務 504 469

未払法人税等 1,318 395

その他 15,282 14,464

流動負債合計 62,738 48,114

固定負債

社債 20,000 20,000

転換社債型新株予約権付社債 12,000 12,000

長期借入金 14,145 16,194

リース債務 1,768 1,580

繰延税金負債 3,799 4,468

退職給付引当金 740 901

役員退職慰労引当金 40 29

負ののれん
※１ 40 ※１ 29

その他 1,846 2,098

固定負債合計 54,381 57,302

負債合計 117,119 105,416

純資産の部

株主資本

資本金 19,263 19,263

資本剰余金 32,595 32,595

利益剰余金 41,144 39,780

自己株式 △4,778 △4,780

株主資本合計 88,224 86,859

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,203 7,576

繰延ヘッジ損益 20 △4

為替換算調整勘定 △2,489 △2,199

その他の包括利益累計額合計 3,734 5,371

少数株主持分 706 575

純資産合計 92,665 92,806

負債純資産合計 209,785 198,223
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 61,231 50,606

売上原価 43,745 37,096

売上総利益 17,486 13,510

販売費及び一般管理費
※ 12,757 ※ 14,106

営業利益又は営業損失（△） 4,729 △595

営業外収益

受取利息及び配当金 130 147

受取賃貸料 98 101

その他 182 189

営業外収益合計 410 438

営業外費用

支払利息 451 414

為替差損 539 76

その他 55 53

営業外費用合計 1,046 544

経常利益又は経常損失（△） 4,093 △700

特別利益

固定資産売却益 49 28

投資有価証券売却益 － 92

特別利益合計 49 121

特別損失

固定資産除却損 － 2

投資有価証券評価損 31 －

特別損失合計 31 2

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,111 △581

法人税等 829 203

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,282 △785

少数株主利益 26 22

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,255 △808
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,282 △785

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,239 1,373

繰延ヘッジ損益 14 △25

為替換算調整勘定 △1,477 291

その他の包括利益合計 △2,702 1,639

四半期包括利益 579 854

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 555 829

少数株主に係る四半期包括利益 24 25
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

4,111 △581

減価償却費 1,785 1,824

のれん償却額 △11 △11

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40 △163

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） △57 38

受取利息及び受取配当金 △130 △147

支払利息 451 414

為替差損益（△は益） 168 290

投資有価証券売却損益（△は益） － △92

投資有価証券評価損益（△は益） 31 －

有形固定資産売却損益（△は益） △49 △28

有形固定資産除却損 － 2

売上債権の増減額（△は増加） △5,349 9,977

たな卸資産の増減額（△は増加） △908 △3,408

仕入債務の増減額（△は減少） △284 △1,827

その他 2,465 △755

小計 2,185 5,521

利息及び配当金の受取額 132 147

利息の支払額 △449 △454

法人税等の支払額 △826 △1,129

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,042 4,084

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △265 11,200

有形固定資産の取得による支出 △2,262 △3,727

有形固定資産の売却による収入 105 62

投資有価証券の売却による収入 3 196

その他 △161 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,580 7,731

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,425 1,301

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △249 △238

長期借入れによる収入 2,300 2,000

長期借入金の返済による支出 △1,535 △3,587

社債の償還による支出 － △10,000

自己株式の取得による支出 △0 △2

子会社の自己株式の取得による支出 △14 △139

配当金の支払額 △442 △525

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,482 △11,192

現金及び現金同等物に係る換算差額 △803 △309

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 140 314

現金及び現金同等物の期首残高 27,888 43,229

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 28,028 ※ 43,544
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．税金費用の計算  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりです。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

のれん 0百万円 0百万円

負ののれん 41百万円 29百万円

差引 40百万円 29百万円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形 11百万円 ―

支払手形 83百万円 ―

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給料及び手当 4,638百万円 6,041百万円

役員退職慰労引当金繰入額 4百万円 0百万円

貸倒引当金繰入額 △16百万円 △140百万円

退職給付費用 249百万円 276百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金
有価証券

29,340百万円
999百万円

46,171百万円
1,004百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金他

△2,312百万円 △3,631百万円

現金及び現金同等物 28,028百万円 43,544百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 445 4.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 445 4.00 平成24年９月30日 平成24年12月５日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 556 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 556 5.00 平成25年９月30日 平成25年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

当社グループの主な事業は工作機械の製造販売であります。製造は日本、アジアで行なっており、販

売は海外の重要拠点に子会社を展開して、グローバルな販売活動を行なっております。従いまして、当

社グループは下記Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの販売体制を基礎とした各社の所在地別のセグメントから構成されて

おります。

報告セグメントⅠ．は牧野フライス製作所が担当するセグメントであり、主たる地域は日本、韓国、

中国、大洋州、ロシア、ノルウェイ、イギリス及びセグメントⅡ、Ⅲ、Ⅳに含まれないすべての地域で

す。さらに、国内関係子会社を含んでおります。

報告セグメントⅡ．はMAKINO ASIA PTE LTD(シンガポール)が担当するセグメントであり、主たる地

域は中国、ASEAN諸国、インドです。

報告セグメントⅢ．は、MAKINO INC.(アメリカ Ohio州Mason)が担当しているセグメントで、南北ア

メリカのすべての国です。

報告セグメントⅣ．は、MAKINO Europe GmbH （ドイツ Hamburg）が担当するセグメントであり、

ヨーロッパ大陸（ノルウェイを除く）のすべての国です。

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント

　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計

　 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

 売上高 　 　 　 　 　

 1.外部顧客に対する
19,853 21,639 16,144 3,594 61,231

　売上高

 2.セグメント間の内部
26,839 2,863 93 81 29,878

　売上高又は振替高

計 46,692 24,502 16,237 3,676 91,109

セグメント利益
又は損失（△）

3,037 1,458 654 △240 4,909

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,909

 未実現利益の消去他 △179

四半期連結損益計算書の営業利益 4,729

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

当社グループの主な事業は工作機械の製造販売であります。製造は日本、アジアで行なっており、販

売は海外の重要拠点に子会社を展開して、グローバルな販売活動を行なっております。従いまして、当

社グループは下記Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの販売体制を基礎とした各社の所在地別のセグメントから構成されて

おります。

報告セグメントⅠ．は牧野フライス製作所が担当するセグメントであり、主たる地域は日本、韓国、

中国、大洋州、ロシア、ノルウェイ、イギリス及びセグメントⅡ、Ⅲ、Ⅳに含まれないすべての地域で

す。さらに、国内関係子会社を含んでおります。

報告セグメントⅡ．はMAKINO ASIA PTE LTD(シンガポール)が担当するセグメントであり、主たる地

域は中国、ASEAN諸国、インドです。

報告セグメントⅢ．は、MAKINO INC.(アメリカ Ohio州Mason)が担当しているセグメントで、南北ア

メリカのすべての国です。

報告セグメントⅣ．は、MAKINO Europe GmbH （ドイツ Hamburg）が担当するセグメントであり、

ヨーロッパ大陸（ノルウェイを除く）のすべての国です。

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント

　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計

　 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

 売上高 　 　 　 　 　

 1.外部顧客に対する
14,648 12,181 18,193 5,582 50,606

　売上高

 2.セグメント間の内部
18,150 3,511 108 57 21,827

　売上高又は振替高

計 32,798 15,693 18,302 5,640 72,434

セグメント利益
又は損失（△）

△414 561 138 △209 75

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 75

 未実現利益の消去他 △671

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △595

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) 29円26銭 △７円26銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(百万円) 3,255 △808

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(百万円)

3,255 △808

普通株式の期中平均株式数(千株) 111,253 111,249

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

また、当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

第75期(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)中間配当について、平成25年10月31日開催の取締

役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額                                 556百万円

② １株当たりの金額                               5円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成25年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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仰　星　監　査　法　人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   南     成   人       印

業務執行社員 　公認会計士   岩   渕     誠       印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月13日

株式会社牧野フライス製作所

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社牧野フライス製作所の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間（平成25年7月1日から平成25年9月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平
成25年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社牧野フライス製作所及び連結子会
社の平成25年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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